
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
蓄積しているデータを検索する単一の出力をそれぞれ有する複数のランダムアクセスメモ
リによって構成されたメモリを設け、ビデオ信号の連続した部分に対応した複数の異なる
ブロックに前記ビデオ信号をそれぞれ細分し、前記各ランダムアクセスメモリに少なくと
も２つの前記ブロックを蓄積し、予め定められたシーケンスで前記ランダムアクセスメモ
リから前記ブロックを検索するステップを含んでいるビデオサーバメモリ管理方法におい
て、
さらに前記ランダムアクセスメモリの異なるものに前記予め定められたシーケンスの任意
の２つの連続したブロックを蓄積するステップを含んでいることを特徴とするビデオサー
バメモリ管理方法。
【請求項２】
前記複数のランダムアクセスメモリは、複数のシリンダをそれぞれ有する偶数のディスク
形メモリによって構成され、等しい大きさの第１および第２のサブセットのメモリに分割
され、さらに互いに関して逆である第１および第２の各方向において前記第１および前記
第２のサブセットの連続したシリンダにそれぞれ前記シーケンスの連続した奇数番号のブ
ロックおよび連続した偶数番号のブロックを蓄積するステップを含んでいることを特徴と
する請求項１記載のビデオサーバメモリ管理方法。
【請求項３】
前記複数のメモリはＭ個の連続した番号のランダムアクセスメモリのシーケンスを含み、
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前記複数のブロックはＱ個の連続した番号のブロックのシーケンスを含み、シーケンス番
号Ｙを持つ前記各ブロックはＹｍｏｄＭに等しいシーケンス番号を持つランダムアクセス
メモリに蓄積されることを特徴とする請求項１記載のビデオサーバメモリ管理方法。
【請求項４】
前記複数のランダムアクセスメモリの前記単一の出力は、同じメモリ制御装置からバスを
介して制御されることを特徴とする請求項１記載のビデオサーバメモリ管理方法。
【請求項５】
さらに前記複数のメモリの番号Ｍを示す拡散モード指示器を前記ビデオ信号内に設けるス
テップを含んでいることを特徴とする請求項３記載のビデオサーバメモリ管理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、蓄積しているデータを検索する単一の出力をそれぞれ有する複数のランダムア
クセスメモリによって構成されたメモリを設け、ビデオ信号の連続した部分に対応した複
数の異なるブロックに前記ビデオ信号をそれぞれ細分し、前記各ランダムアクセスメモリ
に少なくとも２つの前記ブロックを蓄積し、予め定められたシーケンスで前記ランダムア
クセスメモリから前記ブロックを検索するステップを含んでいるビデオサーバメモリ管理
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
このようなビデオサーバメモリ管理方法は、例えば文献（Ｗ．Ｓｉｎｃｏｓｋｉｅ　氏に
よる“Ｓｙｓｔｅｍ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　ｆｏｒ　ａ　ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ
　ｖｉｄｅｏ　ｏｎ　ｄｅｍａｎｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　”，Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋｓ　ａｎｄ　ＩＳＤＮ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　２２，１９９１年，　１５５乃至１６２
　頁の特にそのセクション４．１　の第２パラグラフに示されている“ＮＴＳＣ　ｃａｓ
ｅ　”）に記載されている。
【０００３】
この文献において、ブロックはビデオ信号の連続した部分に対応しないため、上記に定め
られたブロックに対応しないことに注目されるが、他方において上記に定められたブロッ
クはフレームと呼ばれる。また、その文献において各ランダムアクセスメモリは、このメ
モリが上記のような単一の出力すなわち並列ヘッドを有しているため“並列ヘッド”の１
つに関連したメモリに対応する。
【０００４】
この既知のメモリ管理方法によると、ビデオ信号の一部分にそれぞれ対応し、例えば１２
．５分のビデオ信号の一部分を一緒に構成する非常に多数のブロックは、単一のランダム
アクセスメモリに蓄積され、このビデオ信号の異なる部分が異なるランダムアクセスメモ
リに蓄積される。各ランダムアクセスメモリ内において、上記の予め定められたシーケン
スを定め、同じビデオ信号の非常に多数のいわゆる予め定められた“フェイズ”の検索速
度の最適化を可能にするブロックインターリーブ方式が使用される。
【０００５】
その文献に示されているように、この管理方法はビデオサーバに結合された利用者ステー
ションにラフ・ビデオ・オン・デマンドサービスを提供し、限定された相互対話的制御を
受けるために最適化され、一方において完全な相互対話的制御、例えば速送りおよび巻戻
し等のＶＣＲ機能性を必要とする利用者ステーションはそれらに割当てられた中間停止・
開始バッファを介してサービスを行う。
【０００６】
換言すると、完全な相互対話的制御は、既知の技術では同じビデオ信号の非常に多数の“
フェイズ”の連続的な生成および付加的なハードウェアの使用によってのみ維持される。
この方法はいくつかの一般的なビデオ信号に非常に良く適合するが、その後非常に多数の
“フェイズ”の連続的な生成が正当化されるため、別のビデオ信号に対して利用者ステー
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ションが直接的な相互対話的制御を有することを可能にすることが有効であり、その場合
予め定められたシーケンスはビデオ信号が表示されるシーケンスに対応する。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような直接の相互対話的制御により、同じランダムアクセスメモリ、
例えばハードディスクに蓄積され、その同じ信号出力から検索された同じビデオ信号部分
を観察することを可能にされた利用者ステーションの数が制限される。事実、この単一の
出力における処理量は２０Ｍビット／秒にほぼ等しく、デジタル的にコード化されたビデ
オ信号のビット速度は典型的に同時に同じランダムアクセスメモリから情報を読取る利用
者ステーションの数を５に制限する４Ｍビット／秒である。上記の文献に示された“ＮＴ
ＳＣ　ｃａｓｅ　”において、これは１２．５分の８つの部分の１つを同時に観察する利
用者ステーションの数をやはり５に制限し、一方最大４０個の利用者ステーションが完全
なビデオ信号に対して許容されなければならない。
【０００８】
この方法で進行することにより、各利用者ステーションは相互対話的ビデオ・オン・デマ
ンドサービスにおける重大な欠陥を経験する。事実、所定の例において第６の利用者ステ
ーションは、５つの別の利用者ステーションがビデオ信号の第１の部分を観察し始めた場
合、最悪の場合には１２．５分の待ち時間を有し、５つの別の利用者ステーションによっ
て既に使用された別のメモリに蓄積されたこのビデオ信号の後または前の部分に速送りま
たは巻戻しを行うことができる利用者ステーションはない。
したがって、本発明の第１の目的は上記の既知のタイプであるが、上記の欠点がランダム
アクセスメモリ数を増加せずに回避されることができるメモリ管理方法を提供することで
ある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
この目的は、蓄積しているデータを検索する単一の出力をそれぞれ有する複数のランダム
アクセスメモリによって構成されたメモリを設け、ビデオ信号の連続した部分に対応した
複数の異なるブロックに前記ビデオ信号をそれぞれ細分し、前記各ランダムアクセスメモ
リに少なくとも２つの前記ブロックを蓄積し、予め定められたシーケンスで前記ランダム
アクセスメモリから前記ブロックを検索するステップを含んでいるビデオサーバメモリ管
理方法において、さらに前記ランダムアクセスメモリの異なるものに前記予め定められた
シーケンスの任意の２つの連続したブロックを蓄積するステップを含んでいることを特徴
とするビデオサーバメモリ管理方法によって達成される。
例えば、８つのランダムアクセスメモリおよび利用者ステーションにおいて通常の表示シ
ーケンスに対応したシーケンスの上記の例を参照すると、２つの異なるランダムアクセス
メモリに１２．５分の２つの異なるビデオ信号部分を蓄積する代わりに、これら２つの異
なるメモリにおいて２つの連続した１２．５分のビデオ信号部分によって交互に形成され
た、典型的に１秒以下の、２５分の二重信号部分の奇数および偶数番号のブロックを蓄積
してもよい。
【００１０】
この方法で進行することにより、２つの異なるメモリの第１のものに蓄積された１つのブ
ロックを観察した後、第１の５つの利用者ステーションがこれらのメモリの第２のものに
蓄積された後続するブロックを観察することに切替わるため、第６の利用者ステーション
は最悪で１ブロックの待ち時間を有する。これは、２５分の二重信号部分が前と全く同数
の利用者ステーションによって観察されることができるが、これらの２５分内に前の１２
．５分の部分と同じだけの自由度が利用者ステーションに対して存在し、したがってこれ
らの１２．５分を同時に観察できる利用者ステーションの数がそれ自身２倍にされること
ができることを意味する。
【００１１】
利用者ステーションは１２．５分の単一信号部分の代わりに、２５分の二重信号部分内で
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自由に漂遊することが許されているため、相互対話的な制御も改良される。利用者ステー
ションは、その場合に別のメモリから読取っている５つの利用者ステーションとの可能な
衝突が結果的に生じるため、依然として奇数のブロックに対して速送りまたは巻戻しする
ことができないことに留意すべきである。しかしながら、このような制限は、上記におい
て既に述べられているようにブロックは典型的に１秒以下のビデオ信号に対応するため利
用者ステーションによって認識されない。
【００１２】
それが非常に多数の予め定められた“フェイズ”を生成するために使用される場合でさえ
、既知のメモリ管理方法の別の欠点が残っている。事実上、ブロックインターリーブ方式
および上記の文献における予め定められたシーケンスは、これらの“フェイズ”が生成さ
れる速度の増加を可能にするが、後者の速度はランダムアクセスメモリの最大の持続可能
な伝送速度、すなわちこの場合では２０Ｍビット／秒に依然として制限されている。しか
しながら、ハードディスクまたはその他のディスク形メモリの使用時に、この最大の持続
可能な伝送速度は、データがディスクの内部シリンダから検索される伝送速度に等しく、
この速度はデータが外部シリンダから検索される速度、典型的に４０Ｍビット／秒よりも
非常に小さい。
【００１３】
このような制限は、それはまた単一のハードディスクから発生されることができる“フェ
イズ”の数、したがって予め定められた数のハードディスクを使用した時にビデオ信号が
利用者ステーションに供給されることができる“グラニュラリティ”の数を制限するため
、重要な悪影響を有する。
【００１４】
したがって、本発明の第２の目的は、上記のタイプであるが、上記の予め定められたシー
ケンスがディスク形ランダムアクセスメモリの上記の最大の持続可能な伝送速度を越える
速度で検索されることを可能にするメモリ管理方法を提供することである。
【００１５】
この目的は、複数のランダムアクセスメモリが複数のシリンダをそれぞれ有する偶数のデ
ィスク形メモリによって構成され、等しい大きさの第１および第２のサブセットのメモリ
によって分割されるこの方法の別の特徴によって達成され、この方法はさらに互いに関し
て逆である第１および第２の各方向において前記第１および前記第２のサブセットの連続
したシリンダにそれぞれ前記シーケンスの連続した奇数番号のブロックおよび連続した偶
数番号のブロックを蓄積するステップを含んでいる。
【００１６】
この方法において例えば複数の２ディスク形メモリを取ることによって、予め定められた
シーケンスが生成されることができる速度は、ディスク形メモリの内部シリンダに対応し
た最大の持続可能な伝送速度とその外部シリンダに対応したディスク形メモリの最大伝送
速度との平均に実質的に等しい。事実上、予め定められたシーケンス、例えば上記の文献
に記載されたものにしたがって連続的に検索される任意の２つのブロックの検索を考慮し
た場合、これらのブロックの第１および第２のものは、上記の平均速度に等しい生成速度
に確実に達する上記の平均速度よりそれぞれ小さいおよび大きい伝送速度で検索される。
【００１７】
この特徴の別の利点は、ランダムアクセスメモリが非常に多数の“フェイズ”および相互
対話的なビデオ・オン・デマンドサービスを供給するのに適した同じメモリ管理方法にし
たがってフォーマット化されることである。ビデオ信号の任意の２つの連続したブロック
が予め定められたシーケンスにしたがって連続的に検索される２つのブロックに対応する
ことに注意した場合、これはこの予め定められたシーケンスが上記の既知のブロックイン
ターリーブ方式を介して到達された場合である。
【００１８】
本発明の別の特徴は、複数のメモリがＭ個の連続した番号のランダムアクセスメモリのシ
ーケンスを含み、複数のブロックがＱ個の連続した番号のブロックのシーケンスを含み、
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シーケンス番号Ｙを持つ各ブロックがＹｍｏｄＭに等しいシーケンス番号を持つランダム
アクセスメモリに蓄積されることである。
【００１９】
この方法において、複数のランダムアクセスメモリに対してブロックを分配するための簡
単な数学的関係が、Ｍが２より大きい場合に対して提供される。相互対話的なビデオ・オ
ン・デマンドサービスの上記の説明から理解されるように、例えば上記の例の　１００分
の完全なビデオ信号が８つの利用可能なメモリに対して完全に分配され、したがって４０
個の利用者ステーションがビデオ信号をほぼ同時に観察し始めることを可能にされ、これ
らの各利用者ステーションが全てのビデオ信号を通して速送りまたは巻戻しすることを許
可するので、これは有効である。
【００２０】
上記の関係はさらにブロックが２つ以上のランダムアクセスメモリに蓄積されたときに、
検索プロセスの制御を簡単にするだけでなく、ランダムアクセスメモリの１つからのブロ
ックを検索した後、全ての利用者ステーションが同じ次のランダムアクセスメモリからの
それらの次のブロックを検索しなければならないことを確実にし、衝突が異なる利用者ス
テーション間に生じることを簡単な方法で回避する。
【００２１】
本発明のさらに別の特徴は、複数のランダムアクセスメモリの前記単一の出力が同じメモ
リ制御装置からバスを介して制御されることである。
【００２２】
そうする時に、同じビデオ信号またはその一部分が分配される全てのランダムアクセスメ
モリは、単一のメモリ制御装置によって制御され、このメモリ管理方法は異なる制御装置
が使用されなければならないときに必要とされるような同期は不要である。
本発明のさらに別の特徴は、複数のメモリの番号Ｍを示す拡散モード指示器をビデオ信号
内に設けるステップを含んでいることである。
以上、ビデオ信号またはその一部分が複数のランダムアクセスメモリに蓄積される方法は
ビデオ信号自身に定められているため、また上記の数学的な関係を考慮することにより、
ビデオ信号を検索するために必要な制御信号が得られることが理解できる。
以下の実施例の説明および添付図面を参照することによって、本発明の上記およびその他
の目的および利点が明らかになり、それ自身が最も良く理解されるであろう。
【００２３】
【実施例】
このビデオサーバメモリ管理方法は、本出願人の欧州特許別出願明細書（“Ｖｉｄｅｏ　
ｓｅｒｖｅｒ”，同日出願）に詳細に記載されたビデオサーバのメモリにビデオ信号ＶＳ
を蓄積し、それからビデオ信号を検索するために使用される。
管理方法自身を説明する前に、図１を参照してビデオ信号がこのようなメモリに蓄積され
るフォーマットを簡単に説明する。
図１のデジタルビデオ信号ＶＳは、いわゆるＭＰＥＧビット流、すなわち運動画像エキス
パートグループＭＰＥＧによって提案され、国際標準化機構ＩＳＯによって標準化された
コード化方法を適用することによって得られたビット流から得られる。このコード化方法
は、約１．５　Ｍビット／秒の伝送速度を目的とするが、これまでに開発された技術によ
り既に実現可能な４Ｍビット／秒等のコード化速度に対して使用されることも可能である
。
【００２４】
図１に示されたフォーマットを得るために、ＭＰＥＧコード化ビット流は、所有コード、
例えばリード・ソロモン（Ｒｅｅｄ－Ｓｏｌｏｍｏｎ）コードにしたがってさらにコード
化される。このコード化されたビット流の４７個の連続したバイトＢ２　乃至４８の各組
と共にＡＴＭ適応層バイトＡＡＬは、時間スタンプＴＳおよび伝送後続ブロックビットＴ
ＮＢからなるタイミング情報ＴＩをさらに含んでいるデータパケットＤＰのペイロードＤ
Ｃを構成する。数ＲのデータパケットＤＰ１　，…，ＤＰＲ　はブロックＢＬを構成し、
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セグメントヘッダＳＨと共に数ＱのこれらのブロックＢＬ１　，…，ＢＬＱ　はセグメン
トＳＥを形成する。最終的にビデオ信号ＶＳは数ＰのセグメントＳＥ１　，…，ＳＥＰ　
から構成され、この数Ｐはビデオ信号ＶＳの長さの関数である。
【００２５】
上記の欧州特許別出願明細書に詳細に記載されているように、このようなビデオ信号ＶＳ
の各セグメントＳＥは以下詳細に説明するメモリ管理方法にしたがってＨＤ１　乃至４　
またはＨＤ１１乃至２２等の１組のハードディスク内に蓄積される。以下の適用において
説明されるように、ビデオ信号ＶＳはブロック単位ベースでハードディスクＨＤ１　－４
　またはＨＤ１１－２２から検索され、したがって各ブロックＢＬは例えば　２５６Ｋバ
イトの長さを有し、この長さは典型的に１Ｍバイトのこれらのハードディスクの記憶用バ
ッファ（示されていない）の寸法より小さい。
【００２６】
図２は、関連したディスクに蓄積されたデータが検索される各単一の出力０１　乃至４　
をそれぞれ有するＭ＝４のハードディスクＨＤ１　乃至４　のこのような組を示す。これ
らの出力０１　乃至４　は良く知られた小型コンピュータ標準インターフェイスＳＣＳＩ
－２にしたがってバスＳＣＳＩに全て接続され、このバスＳＣＳＩはまたバスＳＣＳＩに
結合されたメモリ装置を制御するために設計され、そのようなものとして知られている個
々のメモリ制御装置ＳＣＳＩに接続される。後者の制御装置ＳＣＳＩＣは、ハードディス
クＨＤ１　－４　からのデータの検索を制御し、上記の欧州特許出願明細書に記載された
方法で生成された命令に応答する。最大で７個のハードディスクが同じバスＳＣＳＩに接
続されることに留意されたい。
【００２７】
ビデオサーバ管理方法は、以下説明する方法で特定のセグメントＳＥのブロックＢＬ１　
乃至１２が図２に示されているブロックＢＬをＭ個のハードディスクＨＤ１　乃至４　に
対して分配する。
最初に、ブロックＢＬがハードディスクから検索されるシーケンスが考慮される。このシ
ーケンスは例えば図２ではこれらのブロックが通常表示されるシーケンス、すなわちＢＬ
１　，ＢＬ２　，ＢＬ３　，…と考えられる。第１のブロックＢＬ１　はＨＤ１　に蓄積
され、第２のブロックＢＬ２　はＨＤ２　に蓄積され、第３のブロックＢＬ３　はＨＤ３
　に蓄積され、第４のブロックＢＬ４　はＨＤ４　に蓄積され、第５のブロックＢＬ５　
はＨＤ１　に蓄積され、以降セグメントＳＥの最後のブロックに達するまでこのように蓄
積が行われる。図２は、１２個のブロックＢＬ１　乃至１２に対するこの方法の結果を示
す。この蓄積方法が、式Ｘ＝Ｙ　ＭＯＤ　Ｍに対応し、ＸがＭ個のハードディスクのＨＤ
１　乃至４　のうちの１つのシーケンス番号であり、ＹがセグメントＳＥのＱ個のブロッ
クＢＬ１　乃至Ｑ　のうちの１つのシーケンス番号であり、ＭがこれらのブロックＢＬ１
　乃至Ｑ　が分配されるハードディスクの番号であり、ＭＯＤがモジュロ演算子であるこ
とは容易に確認されることができる。
【００２８】
ビデオ信号ＶＳを観察することを要求している特定の利用者ステーションに対して、これ
は制御装置ＳＣＳＩＣがバスＳＣＳＩに各ハードディスクＨＤ１　乃至４　を交互に接続
し、既に上記に示されたような所望の検索シーケンスを回復することを意味する。適切な
命令の受信に続くハードディスクＨＤ１　からのセグメントヘッダＳＨの検索時の制御装
置ＳＣＳＩＣは、ハードディスクＨＤ１　乃至４　からビデオ信号ＶＳを検索するために
必要な演算子の要求されたシーケンスをそれ自身導出することができることに留意すべき
である。事実、このセグメントヘッダＳＨは、ビデオ信号ＶＳが分配されるハードディス
クＨＤ１　乃至４　の番号Ｍおよび可能性のある識別子を与える拡散モード指示器を含ん
でいる。
【００２９】
同じ管理方法は、Ｗ．Ｓｉｎｃｏｓｋｉｅ　氏による文献に記載されたような多数の並列
ヘッドによりハードディスクの異なる部分に対してセグメントＳＥのブロックＢＬ１　乃
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至Ｑ　を分配するために使用されることが可能であり、各並列ヘッドは出力０１　乃至４
　のうちの１つに対応し、制御装置ＳＣＳＩＣに類似した制御装置がハードディスク自身
の内部に設けられることに留意すべきである。この方法はまたＨＤ１　乃至４　等の、し
かしＳＣＳＩＣのような異なる制御装置に結合されたハードディスクに対してＱ個のブロ
ックＢＬ１　乃至Ｑ　を分配することによって適用されることにも留意すべきである。こ
の方法において、可能性のある別のサービス改良を行う７つ以上のハードディスクに対す
る分配が行われることが可能であり、一部分またはそのセグメントＳＥではなく全ビデオ
信号ＶＳが上記の方法で蓄積されることを可能にする。後者の場合、関連したＳＣＳＩＣ
等の異なる制御装置の検索プロセスは、例えば上記の欧州特許出願明細書に記載されたよ
うな制御構造によって同期される必要がある。
【００３０】
図３は、２つのハードディスクＨＤ１１乃至２２にビデオ信号ＶＳを蓄積する、特にこれ
ら２つのディスクの特定のメモリ位置にビデオ信号ＶＳのブロックＢＬ１　乃至Ｑ　を蓄
積するランダムアクセスメモリの物理的な構造を考慮したさらに詳細な方法を表す。この
特徴は、利用者ステーションがＱ個のブロックＢＬ１　乃至Ｑ　が検索されるシーケンス
を修正できない場合にビデオ信号ＶＳの検索速度を増加させる。
【００３１】
特に、図３はブロックＢＬ１　乃至６　が蓄積される２個のハードディスクＨＤ１１乃至
２２の表面上のメモリ位置を概略的に表し、また各ディスクＨＤ１１乃至２２に対する矢
印がシーケンスの連続した別のブロックが蓄積される方向を示す。ハードディスクＨＤ１
１乃至２２は、最も内部のシリンダ、すなわちディスクの中心に最も近いシリンダの伝送
速度に対応した２０Ｍビット／秒の最大の持続可能な伝送速度によって特徴付けられる。
中間シリンダに対して、伝送速度は最も外部のシリンダ、すなわちディスクの端部に最も
近いシリンダの４０Ｍビット／秒の伝送速度に対応したディスクの最大伝送速度に達する
のに実質的に直線的に増加する。
【００３２】
このメモリ管理方法の上記の基本的な特徴によると、奇数番号のブロックＢＬ１　，ＢＬ
３　，ＢＬ５　，…はハードディスクＨＤ１１の連続したシリンダに蓄積され、偶数番号
のブロックＢＬ２　，ＢＬ４　，ＢＬ６　，…はハードディスクＨＤ２２の連続したシリ
ンダに蓄積される。特に図３に示されているように、ＢＬ１　はＨＤ１１の最も外部のシ
リンダに蓄積され、ＢＬ３　，ＢＬ５　，…は、最終的に奇数ブロックの上記のシリーズ
の最後のブロックがＨＤ１１の最も内部のシリンダに蓄積されるまで、ハードディスクＨ
Ｄ１１の中心にさらに近くなる方向の矢印で示されたシリンダに蓄積される。反対に、ハ
ードディスクＨＤ２２においてシーケンスＢＬ２　，ＢＬ４　，ＢＬ６　，…の第１のブ
ロックＢＬ２　はＨＤ２２の最も内部のシリンダに蓄積され、一方ＢＬ４　，ＢＬ６　，
…は、この場合このシリーズの最後のブロックがＨＤ２２の最も外部のシリンダに蓄積さ
れるまで、矢印によって示されているように、すなわちハードディスクＨＤ２２の周辺端
に漸次的に近くなるシリンダ上に蓄積される。
【００３３】
最も内部および外部シリンダの直径の平均である直径を有するシリンダとして、ＨＤ１１
乃至２２のようなハードディスクの中間シリンダを限定する場合、およびこれらのブロッ
クＢＬ１　乃至Ｑ　がハードディスクＨＤ１１乃至２２から順番に検索される場合、ＳＣ
ＳＩＣのような制御装置は比較的高い伝送速度、すなわち中間シリンダによって与えられ
る平均伝送速度より高い伝送速度を持つブロックと、比較的低い、すなわち上記の平均伝
送速度より低い伝送速度を持つブロックとを交互に検索する。したがって、ハードディス
クＨＤＡ１１およびＨＤＡ２２からのブロック検索時の平均的な持続可能な伝送速度は、
この例では３０Ｍビット／秒である上記の平均速度に実質的に等しいことが理解されるこ
とができる。
【００３４】
図３に示された例は、各ハードディスクが通常データが蓄積される複数の、すなわち典型
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的に１０乃至２０個の表面を備えているので単にメモリ管理方法の原理を示すためだけの
ものであり、各シリンダは、このシリンダが異なる表面上に複数のトラックを確実に含ん
でいるならば　２５６Ｋバイトの長さを持つ非常に多数の異なるブロックＢＬを蓄積する
ために使用されてもよいことに留意すべきである。しかしながら、さらに現実的な構造を
持つハードディスクに対する図１に示された原理の適用は当業者の能力の範囲内において
容易であり良好である。したがって、ここではそれ以上説明しない。さらに、上記に与え
られた数的値はまたハードディスクＨＤ１１乃至２２に対するこのようなさらに現実的な
構造に適用可能である。
【００３５】
最後に、利用者ステーションが制御を行わない予め定められたシーケンスを生成するため
の後者のメモリ管理方法の適用に対して、これらの予め定められたシーケンスは、ブロッ
クが表示されるシーケンスに対応した上記のシーケンスからずれていることに留意するこ
とが重要である。
【００３６】
特に、Ｗ．Ｓｉｎｃｏｓｋｉｅ　氏による文献に説明されたブロックインターリーブ方式
に対応したシーケンスが使用されてもよい。このシーケンスは、ハードディスクが連続的
に読取られるため、非常に多数のいわゆる“フェイズ”が高い検索速度で生成されること
を可能にし、ハードディスクの読取りヘッドの反復される再配置による検索速度の減少を
避ける。この観点において、既知の方法による“フェイズ”数は２０Ｍビット／秒に過ぎ
ない最大の持続可能な伝送速度または最も内部のシリンダの伝送速度にされなければなら
ないため、このビデオサーバメモリ管理方法は上記の持続可能な伝送速度の増加のために
１ハードディスクＨＤ１１－２２当り１．５　倍の個数の“フェイズ”を生成することを
可能にすることに留意すべきである。
【００３７】
以上、特定の装置と関連させて本発明の原理を説明してきたが、この説明は単なる一例に
過ぎず、本発明の技術的範囲を制限するものではないことが明らかに理解されるであろう
。
【図面の簡単な説明】
【図１】図２および図３にそれぞれ表されているメモリに蓄積されるビデオ信号ＶＳのフ
ォーマットを示した図。
【図２】図１のビデオ信号が関連した制御構造を有するメモリに対して本発明の方法にし
たがってどのように分配されるかを示した概略図。
【図３】ビデオ信号が本発明の方法の特徴にしたがってディスク形メモリ内にどのように
蓄積されるかを示した概略図。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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